














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の随身の総数であるとは考え難いから、これは既 保有するところの随身への新加である可能性が高い。一方、 『日本紀略』は員数こそ明記しないものの、 『公卿補任』が記さない「内舎人」の語を含む。ただ、恐らくこれ 従来保有する常の随身の内舎人を指すものであろう。 日本紀略 の 述は、今回の新加後の兼家の随身の総体を指す表現ではなかろうか。よって、当該例は兼家への随身の新加であると評価する。また、これが正しければ、当該例は摂関への随身追加賜与の初例となる。
斯様な恩賞の賜与は、むろん幼帝の意思によるものではないだろう。摂政である兼家 そして国母とな 詮子の浅













































































































































随身は当該期の古記録に見えるような「権随身」とは異なるものであった。 「権随身」と表記される者にも、近衛高扶明のように長期間 供奉を前提とする者もあったが、何より必要に応じて臨時 派遣された いう性格が、道長の「随身二人」にはなかった。また、衛府 高官でないもの 権随身を召すことは然るべからざることである。
よって、この日をもって新たに「随身二人」が道長の常の随身に加わった。道長の随身の総計は、 【左右近衛府生





冒頭で触れた、 「随身」の名詞としての独立の問題は、 『日本三代実録』の元慶年間に「賜随身并兵仗」や、 「為随身」
といった表現がみえはじめることから、あるいはこの時期を端緒とするものなのかもしれない。いま挙げた二例は、奇しくもそれぞれ元慶二年・六年の基経への随身賜与記事においてみえるものである。平安貴族社会における「随身」のの確立には、摂関への随身賜与 開始が少なからず影響しているのだろう。
長和元年の大嘗会御禊行列において加わった随身二人は、当日 行列のための権随身ではなく、常の随身への新加で



























にはじめて変更が加えられた な この員数内訳は次 兼家やその嫡子の道隆には採用されなかった。
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のは『御堂関白記』寛弘元年五月二十七日条の「左将曹武吉」で、東遊に供奉している。長和二年以降は、 「左将監武吉」として散見される 『小右記』長和二年二月五日条 同七月二十九日条など（
。一貫して左近衛官人としてみえ、昇
進のスピードとしても自然である。なお、本文中に挙げた土御門邸での競馬記事中には、同時に「左将監武吉」もみえ、別人であるこ 確実である。多武吉は、右大将実資の仮随身となっていることをはじめ、実資により将曹に推挙されていること、また当該の競馬記事からも右近衛官人であることは確定であろう。よって、同時期に、左近衛番長・将曹を経 将監となった武吉、右近衛府生を経て将曹となった多武吉の二人の「武吉」が存在する。告井幸男氏は、多氏から物部氏に改姓した武 （好・能（

























































































『公卿補任』寛和二年、 『日本紀略』寛和二年八月二十七日条。 『公卿補任』による 、兼家は年爵を固辞したという。
（
（（
『葉黄記』寛元四年十月十七日条
  摂政三公上例。
摂政藤原道長の随身員数について（5

